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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bacilli及びEnterococciの生菌を対象として絶対数

　　　　　1緒　言　　　　　　　を計算した。
　未熟児の腸内菌叢の検討を行うに当り，著者は第’　　M．P．　N．により或る特定の菌数を計箕するには，

1編①に於いては，天然栄養の未熟児における腸内菌　　撰択培地が必要であるが，Colif・rm　bacilli及び

叢につき，各種細菌の出現率を百分率をもって示し検　　　Enterococciの撰択培地としては，　Hajna⑨』による

討したが，百分率の増減は必ずしも細菌の絶対数のそ　　”EC”培地及び”SF”培地の変法培地⑥を使用した。

れと平行するとは限らない。即ち，腸内菌叢の検索に　　　　ii）実施方法

は絶対数を知ることも重要である。然るに，手許の文　　　滅菌採便管でなるぺく大量採便し，直ちに乳鉢に移

献によつて，乳児の腸管内に生存する細菌絶対数につ　　　し，よくすりつぶし，これに滅菌生理食塩水を加えて

き検索した従来の研究②一⑥をみると，何れも成熟児　　約20cc前後の均等な浮遊液をっくつた。その10ccを正

にっいて父あつて，朱熟児を対象とした報告は見出し　　確に秤量瓶に移し，艀卵器’（37°C）で完金に乾燥し，秤

得なかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量した。乳鉢内に残つた浮遊液から正確にユccとり，

　そこで，本編に於ては，天然栄養の未熟児における　　予め準備した中試験管に入れ，滅菌生理食塩水で10倍

糞便中各種細菌のうち，比較的正確に生菌数を求めう　　　連続階段稀釈した。次に，これら中試験管の内容を

るColiform　bacilli（大腸菌群）及びEnterococci　　lccづっ順次に培養基の入つた小試験管に移した。以

（腸球菌）につき細菌の絶対数を検討したので蚊に報　　　上の操作が終つたら，これらの小試験管を直ちに艀卵

告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器に収め（変法’，EC”培地は37。C，変法〃SF〃培地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は45°Cに保つ）48時間後に判定した。

　　　　　皿検査材料及び検査方法　　　　判定の騨はC・lif・・m　bacilli購地の艶及び

　　　1）　検査材料　　　　　　　　　　　　　　　　　ガス産生の有無により，EI1ヒerococciは培地の変色に　　　　1

検査材料は・第1締こおいて出現率を観察した材料　より（＋），（一）を決定した。かくして，小試験管が

と同じものを用いた・但し・未熟児に於ては1例を霜　　　何倍稀釈まで何本陽性であるかをみればM，P．　N．の

略した為検査材料は未熟児14例・健i康な天然栄養の　　表⑧と照合することにより，原液100cc中の生菌数が

成熟児12例である。　　　　　　．　　　　　　　　　判明する。その生菌数をNとし，上述の10cc乾燥量が

　　　2）検査方法　　　　　　　　　　　　　　G解であったとすれば，糞便ユ㎎（乾燥重量）中の生

　　i）培養基　　　　　　　勲糠とせる細醜騰は，詣で示される。
　糞便中菌数計算法は，稀釈法M．P．　N，（Most　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

Probable　Number）によるMc　Crady法⑦の本間　　　　　　皿予備実験　　　　　　　　　　　　、1
変法⑤を用い，i糞硬1㎎（乾燥重量）中のColiform　　　　本法を用いて未熟児の糞便中生菌を対象に絶対数の　　　　c
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検索を行うに当り，予め健康な天然栄養成熟児12例　　　　　　びEnterococci絶対数

につき，糞便ユmP（乾燥重量）’中のColiform　bacilli　　　天然栄養の未熟児につき糞便1nlf（乾燥重量）中の

及びEnterococciの絶対数を検索した。　　　　　　　Coliform　bacilli及びEnterococciの絶対数を検索

　その結果を要約すれば，第1表の如くであつたb即　　　した成績を症例別に一括すれば第2表の如くなつた。

ち，本菌数計算法によれば，Coliform　bacilliは最　　　即ち，　Coliform　bacilliは最小104，最大107の間、

小104，最大106の間に，Enterococc1は最小102，　　　にあり，　Enterococciは最小101，最大106の間にあ

最大106の間にあり，それぞれにつき対数の平均値を　　　つた。何れもその分散の巾は広かつたが殊にEntero一

求めると，Coliform　bacilliは5．2680，　Enterococci　　cocciに著しかつた。各菌実数の対数をとり，その

は4・8666であつた。　　　　　　　　　　　　　　　平均値を求めると，Coliform　bacilli　Vik　6．4414，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Enterococciは4，1922であった。

第1表天然栄養成熟児の糞便中C。1if。，m　　　2）未熟児の糞便中C。1if・・m　bacilliの

　　　　　baci11i並びにEnterococciの絶対数　　　　　　　絶対数と生下時体重・検査時体重及び

　　　　　　　一糞便1ng（乾燥重量）中一　　　　　　　　　月令

菌　種　名

平均値（109）

標準偏差

Coliform　bacilli

5．2680

O、5544

Enterococci　　　　　三）生下時体重との関係

　　　　　　　　　　未熟児を生下時体重より2kg未満（5例，1．79～
　　4・8666　　　1．98勿）と2勿以上（9例，2．04・－2．451ee）の2群に

1．2469　　　分け，それぞれの群における絶対数を比較した。

　　　　　　　　前者では1，7xloa－v1．9×107の間に，後者では

　　　　　　　3．2×104～4．6×107の間にあつた。それらの対数の

　　IV　検査成績　　　　　　　　　　　　　平均値を比較すると第3表の如くなつた。即ち，前者

1）未熟児の糞便中Coliform　bacilli及　　　（6．8378）は後者（6．22ユ2）に比して増加しており，　F

第2表　天然栄養未熟児の糞便中Coliform　bacilli並びにEnterococciの絶対数

　　　　　　　　　　　　　　一糞便1mp（乾燥重量）中一

・1松・i・舞男i躍・．ll者’

2i磯○康i2・130i女i　15i2・045
3i磯○順i1・79°i女i　15i1・6°5

4isEL　Oi2・450i男i2　i4・　790
5　i　青　　　　O　i　1．875　i男　i　1　　20　i　2．780

6i牧Oi・．98・i女i　25i2．22・
・i藤・i・・25・i男i・i・・78・

・8i平　Oi2・100i男i　ユ3；2・100
・i鹿・i…4・i男i1・i2・…
10i原　　i　2・240i男i　13i2．270
11i吉・i…9・・｝男i2　i4．ユ・・

ll謬：騰姿il2°il：ils

14i川　oi2・450i男i2　i3・100

平　　　　　値　　　　　均　　　　（lo9）

標　　　準　　　偏　　　差

Coliform　bacilli

2，4×10fi

4．6×107

t．9×107

8，1　×　104

5．2×106
1．7　x　106

6．OXIO5
3．9　x　106

7．6×106

3，7×10B
コ，O×　10T

9．2×100

5’2×　loa

3，2x　104

6．4414

O．8659

EnterOcocci

1．4　×　106

1．2×104
】．．1　×　103

7，6　×　103

9，0×ユ04

1．3×工06

1，4×102

3，7×103

7．1×10s
1。σ×loa

1，2xloe
2，1×101

2．3x106
1．4×104

4・．ユ922

1．　5724
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分布により推計学的検討を行つた（以下の推計学的検　　　たそれぞれ絶対数は少なかつたが，推計学的検討では

討は全て同じ）ところ，危険率5％において有意の差　　　何れにおいても有意の差を認めなかつte。

が認められた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4表　天然栄養未熟児の糞便中E皿terocOCci

獅表燃栄嶽熟児の鞭中C。1if・rm　　　　の絶対数（対数）と生鴨糎，検査
　　一　　bacilliの絶対数（対数）と生下時体　　　　　　　　　　　時体重及び月令

重，検査時体重及び月令

生下時傾2た妹満
　　　　　　2kg以上

　平均値
、　（lo9）

標準偏差　　　　－…　

生下時体重

6．8378　　　　0．3938

　　　　　　0．　99406．2212
　　　　一　　　　　　　　検査時体重

検査時体重3麻満　6・8469
　　　　　　3　kg以上　　6．0360

検査時月令　1月未満

　　　　　　1月以上

6．8687

6，1210

O．4820

1．0043

0．5242

0．9604

検査時月令

2勾未満

2惣以上

3舛未満

3勿以上

1月未満

1月以上

平均値
（109）

標準偏差

4，3022　　　　　2．0818

4．1311　　　　　　1，3563

4．　0869

4，2975

3，　9423

4．3790

1．ユ155

2、0220

V　総括並びに考按

1．1470

1．8878

　　ii）検査時体重との関係　　　　　　　　　　　　　未熟児は成熟児にくらべて，形態的にも機能的にも

　未熟児を検査（採便）時体重より3吻未満（7例　　　異なるものであるが，腸内菌叢の面においても，各種

1、60～2．78吻）と3kg以上（7例，3．ユO～5・121eSt）の’　細菌の出現率からみた場合，そのアソバラソスが認め

2群に分け，同様の比較をした。前者では1．7×10a～　　　られたことは第1編①に於て報告した。

4．6×10Tの間にあり，後港では3．2xユ04～1・　Ox　107　　　その際にも述べた如く，その変化の主体をなすもの

の聞にあった。その対数の平均値は夫々6・8469，6，0360　　はL．bifidusの減少，　Coliform　bacilliの増加等で

であった（第3表）。即ち，前者は後者に比し増加し　　　あつたが，これは百分率からみた出現率の上の変化で

ており，推計学的に有意の差が認められた。　　　　　　あつた。そこで本編に於ては，細菌絶対数についての

　　iii）検査時月令との関係　　　　　　　　　　　　観察を行った。

　未熟児を検査時月令より1月来満（6例，11～25日）　　　糞便中の各種細菌絶対数の検索を行うに当り，第

と1月以上（8例，1月20日eU　3月）の2群に分け，　　　1編において述べた菌叢の各種細菌について総てこれ

同様の比較をした。前者では1・7×ユoo～4・6×107の　　　を行うことは，適切な撰択培地や手技の上で現在なお

間に，後者では3・2×104～1・O×107の間にあつた。　　　難があるため，今回著者はColiform　bacilli並びに

その対数の平均値は夫々6・8687，6・1210であつた（第　　　Enterococciの2菌種について繭数計算を行った。

3表）。即ち，前者は後者に比し高値であつたが，推　　　叢便中の細菌数計算法については，平板混釈法⑨で

計学的に有意の差ば認められなかつた。　　　　　　　　は動揺がはげしく，その上たとえば変形菌が混入した

　　　3）　未熟児の糞便中Enterococciの絶対　　　　　ような場合には全く測定不能になる危険性がある。そ

　　　　数と生下時体璽，検査時体重及び月令　　　　　　こで本実験では，稀釈法M・P・N・によるMc　Crady

　Enteroc。cciにっきに2）述べたColifQrm　bacilli　　法⑦の本間変法⑧を用いて，糞便170P（乾燥重量）中

と同様の比較をした。各群における絶対数は，生下時　　　の生菌を対象と．して絶対数を求めた。M・P・N・法が

体重別には2勿未満：2・1×1C1～1・3×100，2＠以上：　　平板混釈法よりも優れていること及び糞便中の含菌量

1．4×102～2．3×106，検査時体重別には舘9未満：1・0　　は，新鮮糞便よりも乾燥糞便の重貸当りとして衷わし

×108～1．3×100，3砂以上：2．1x101揮2．3×10e，検　　　た方が，多くの場合により妥当であることは桑原教

査時月令別には1月未満；1．Ox103・－v1．3×106，1．月　　　授⑪，本間③等によつて報告されている。

以上：2．1×10i～2．3×106の間にそれぞれあり，対　　　薗数計算には撰択培地が必要であり，　Coliform

数平均値は第4ii隻中示した如くなつた。即ち，　Ente－　　bacil1並びにEnterococciについても各種のもの⑨

rococci絶対数の対数平均値と，生下時体璽，検査時　　⑫’⑯が知られている。本実験に於て，著者はHajna⑨

体重及び月令のそれぞれとの関係をみると，生下隣体　　　の”EC”培地並びに”SF”培地の変法⑧培地を使用し

重の大きいもの並びに検査時体璽，月令の少ないもの　　　たが，これは乳児糞便中生菌を対象とした細菌数の検
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索に本培地が充分使用し得ることが諸家⑯一⑬の成績　　　ぎ点も見られ，例えば出現率0％（第1編参照）なる

によつて明かとされていたによる。　　　　　　　　　　に係らず絶対数においては相当数・即ち7・6×106（症

　予備実験として，天然栄養成熟児について行つた糞　　　例9）・3・7×106（症例10）のCoiiform　bacilliを

便中生菌を対象とせる細菌数（糞便乾燥重量1㎎中）　　　認めている場合があるが，これは検討法の差に伴う必

の検索成績は，Coliform　bacillでは104～106の間で　　　然的な結果と解されtg。又未熟児においてColiform

平均値（対数）5・2680，EnterococciはIO2・v10aの　　bacilliがEnter。cocciに比し多かつたことは成熟児

間で平均値（対数）4．8666であった。健康天然栄養児　　　に関する著者の予備実験並びに上記諸家の成績と軌を

についての諸家の成績をみると，Olsen②は大腸菌を　　　一にし，後者の動揺の巾が前者に比して大きかったこ

E．M．　B，培地で，又EnterOCOCciを酢酸加カゼイソ　　　とに就ても、予備実験における同様の傾向，乳児④

消化酵母培地で菌数計算しt結果，新鮮糞便1チ中に　　⑲のほか成人に就てもSlanetz，⑳Loh⑳が同様の成

おいて大腸菌では大部分が10°～101°の間にあり，　　　績を得ている点から，何れも未熟児に特有のものとは

Enterococciは105～100の間にあつたと述べ，又根　　　考え難つた。

岸⑤は，Coliform　bacilliを遠藤培地で，　Entero一　　　次に著者は，未熟児間に於て，生下時体璽，検査時

cocciを腸球菌撰択培地⑲で測定し，糞便1㎎（新鮮　　　体重，検査時月令を指標としてColiform　bacilli，

重量）中においてColiform　bacilliでは平均億（対　　　Enterococciの絶対数を比較した。その結果，　C。li－一

数）4・3682，Enterococciは3・9475であつたと述べ　　　form　bacilliは生下時体重の少なかつたもの，検査時

ている。しかし，これらの成績は，何れも平板法によ　　　体重の少なかつたものに，他群に比して菌数が多く，

るもので，しかも新鮮糞便重量当りの菌数であるため　　　推計学的にも有意であつた』EnterOCOCciでは，推計

著者の得た成績とは比較が困難である。　　　　　　　　学的有意の差はみられなかつたが，棚iしてColiform

　著者と同様の方法（稀釈法M．P．　N．）で，糞便1　　bacilliとは逆の傾向がみられた。即ち，等しく未熱

勿（乾燥重量）中の生菌につき細菌数を計算した報告　　　児においても，幼若例にColiform　bacilli増加，

によれば，諸橋⑲は，平均値（対数）としてColiform　　　Enterococci減少の程度が著しい傾向，換言すれぽ

bacilli　5・2494，　Enterococci　5・2329であつたと述　　　この意味における腸内菌叢のアソパランスの藩しい傾

べ，高橋⑰は，夫々5．1314，4．7058なる成績を報告し　　　向がみられた。なお，両種の細菌中Enterococciで

たが，今回著者が上記の予備爽験で得た成績も略々こ　　　より明瞭でない結果をえたのは，上述した本菌に於て

れらに近似したものであり，本法が藩渚の硯究目的に　　　変動の巾が，より大ぎかつたことによつても説明され

適するものと思われた。　　　　　　　　　　　　　　るであろう。

　未熟児の糞便中細菌絶対数（生菌並びに死菌共）を　　　　如何なる理由によつて未熟児は，糞便中生菌を対象

検索した成績は，手許の文献では見出すことが出来な　　　とせる場合細菌の絶対数に上述の所見を呈するかは，

かつたが，著者が14例の未熟児糞便について本法によ　　　興味ある課題と思われる。その本体については，更に

り生菌を対象として検索した結果，その対数平均値　　　詳細な検索にまたねぽならないが、第1編で述ぺた如

は，Col1form　bacilli　6．4414，　Enterococci　4．1922　　く消化管内pH，各種分泌液，就中酵素あるいはLys一

であつた。しかし，各個体間にはかなりの動揺があ　　　OZymなどにおける未熟児の特異性が考慮されるべき

り，殊にEnterococciに於て著しかった。この成績　　　であろう。なお，　Coliform　bacilliの増加に対して

を月令に差はみられるが，予備実験で行つた成熟児に　　　Enterococciは減少傾向を示したこと，　L・bifidus

ついての成績と比較してみると，未熟児ではColi－・　　出現率％の減少していたこと（第1編記載）などは，

form　bacilliが推計学的有意箆をもつて増加し，又　　　大腸薗がEnterocucci並びにL・bifidusとの間に，

Enter㏄occiは，推計学的には有意でなかつたが，減　　　それぞれ拮抗作用のあること⑳一⑳が証明されている

少の傾向がみられた。即ち第1編に於て各種細繭の出　　点からみて興味深く，このことから未熟児糞便中生菌

現率から論じた場合と等しく，未熟児の腸内菌叢は絶　　　数の変動には，菌叢内の細菌間における拮抗作用も一

対数からみた際も，成熟児に比ベアソパラソスの状態　　　役かつていると考えられる。

にあると考えられよう。かくの如く方法論的に相異る　　　未熟児の糞便中生菌を対象として，絶対数より斯様

2種の検討の何れによつても同一の結果となったこと　　な所見を示したことの意義については，腸内菌叢が乳

は未熟児腸内菌叢の特長の一っとして注目された。な　　　児の栄養代謝⑳一⑳や，腸管感染症⑳｝⑳と関係ある

ほ本編の各対象は第1編と同一であつた。そこで両者　　　こと，又大腸菌と腐敗作用についての多くの知見⑭一

の成績を各対象毎に対比すると，一見一致せざるが如　　⑱等に徴し，未熟児の広義の機能と結んで注目すべき
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であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　岸章：日児誌，63：187・昭34・　⑦Mc　Crady・M・

　目黒⑲は来熟児の腸内腐敗が，成熟児に比し充進し　　H．：」．Inf．　Dis、17：183，1915．　③本間　道・他：

ているとなし，馬場⑳は未熟児におけるi蛋白摂取量と　　　日児誌，56：389，昭27・　⑨Hajna・．　A・A・et　al：

腐敗の関係を述べているが，何れも今回著者の得た　　Am・J・Pub・Health・33：550，1943・　⑩細菌学

Colifrom　bacilliの変化と考え合せ興味深い。　　　　　実習提要（伝染病研究所学友会編）164，　SL善・昭34・

腸管内大腸菌が，乳児下痢症と密接な関係があるこ　　⑪桑原章吾・他：日本臨1休，15：793，昭32．　⑫細

とは申すまでもないが，近年重視されている病原大腸　　　菌学実習提要（伝染病研究所学友会編）488・丸善・

菌＠一⑱や，毒性大腸薗⑭⑯の間題とは別に，大腸菌　　　昭26．　⑬Difcomanual　of　dehydrated　culture

数の腸管内増殖も又乳児下痢症の発生に重要な意義を　　　media　and　reagents・9th・ed・50・1953・

有すると云われている⑯一⑳。諸橋⑩⑳は天然栄養児　　⑭Litsky，　W・et　a1；Am・J・Pub・Health・43：

において，下痢準備素因と糞便中Coliform　bacilli．　873，1953・　⑯堀江進。他：日本水産学会誌・26：

絶対数増加との因果関係について述べたが・これらの　　623・昭35・　⑯中村仁吉；日児誌・『8：879・昭29・

報告に微すれば，今回著者が未熟児において得た成績　　⑰高橋懐夫：日児誌59：783・昭30・　⑱青木久：

は，未熟児の下痢易罹患性の本体を解明する所見の一　朋誌・63・　132，　P召34・⑲諸橋健雄・他：日児誌

つとしても重視されるべきと思われる。　　　　　　　　57：753・昭28・　　⑳Slalletz・L・W・et　a1：J・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bact．74：591，1957，　⑳Loh，　W．　P．　et　a1　：　Arch．

　　　　　W　結　　語　　　　　　　　　　　　　　　　Internal　Med．95：74，1955．　＠矢吹腎一：日児

　Mc　Crady法（本間変法）を用い，天然栄養成熟　　　誌，58：956，昭29・　⑳Adam・A・：Jb・Kinder一

児につき糞便1㎎（乾燥重螢）中のColiform　bacilli　　heilk・110：186・1925・　⑭諸橋健雄・他：小児科

並びにEnterocQcciの細菌宗色対数を検索せるに，前’　診療，21：1377，昭33．　⑳岩非千之：口本細菌学雑

者は104～100の間に，後者は102～106の間にあつ　　　誌・47「o　：641・昭10・　　⑳Thurau・R・：Mschr・

た。対数平均値ではそれぞれ5．2680と4．8666であつ　』　Kinderheilk・103：176，1955・　　⑳諸橋健雄・他：

た。本法により天然栄養の未熟児14例につき糞便（同　　　小児科臨底，13：363，昭35・　⑱西沢義人：小児科

前）中細菌絶対数を検索し，次の結果をえた。　　　　　診療，23：1213，昭35．　⑳L．　iebscher，　S．：Z．　Kin－

　1）Coliform　bacilliは104～107の間にあり，対　　　derheilk，85：265，1961・　⑳Meyer，　J・B・：Erge一

数平均値では6・4414であった。　　　　　　　　　　　bniss．　inn．　Med．　Kinderheilk．7：429，1956．

　2）　Enterococci　O：　101・～106の間にあり，対数平　　　＠Stransky，　E・et　a1：Z・Kinderheilk・43：717，

均値では4，1922であつた。　　　　　　　　　　　　　　1927。　⑭Reichelt，　E・：Mschr・Kinderheilk・63；

　3）両種細菌の絶対数と未熟児の生下時体重，検査　　　138，1935。　⑧Bessau，　G．：ReL　Med．　Wschr，　84　：

時体重，月令との関係を検討し，Coliform　bacilli　　712，ユ937．　⑭Gale，　E．　F．：Biochem．」．34：392，

は体重又は月令の少いものに多く，反対にEntero－－　　1940，38；232，1944，39：52，1945．　⑯Stephenson，

cocciは検査時体重又は月令の少いものに少い傾向を　　　M，　et　al：Biochem．」．31：1316，1937．　　⑳平弥

認めた。　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　金三郎：細菌によるアミノ酸の分解，日本医書，東京，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭25．　⑰Guggenhei叫M．；Die　Biogene　Amine，

　稿を終るに臨み御指導と御校閲を賜った吉田教授・　　　Karger，1940，　⑱加藤英夫・他：小児科臨床，12：745，

欝灘総縢轡示頂いた構田菌髄田昭・4・⑳鰍子・日騰，63・・984・昭・4・⑩鵬

本言舷の要旨聯ユ21幽刺・児科学釧椋地方会　実・小児科診療（投OS・「・i”）⑳B「ay・J・IJ・　Path・　Ba－一

（昭和35年1月）において発表した。　　　　　　　　　ct．47：239，1945．．⑫Ocklitz，　H．：Die　Bedeutu－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ng　pathogener　Colisttimrne　ftir　die　akuten　Du一

　　　　　　文献　 、　　　 rchfallserkrankungen　des　Stiuglings．　Ferdinand

①藤原達郎：信州医誌，11：403，昭37，　②Olsen，　　Enke，　Stuttgart，1954・　⑳Juntke，　C・：Mschr・

E．：Studies　on　the　intestinal　flora　of　infants，　　1（inderhei！k．103：253，1955．　⑭Rolle，　M．：Deut、

1〈obenhagen：E．　Munksgaard，1949．　③Frisell，　　Tierarzt1．　Wschr、59：81，1952，　⑯坂崎利一：小

E．：Acta　Paediat．，40：SupP】．80．1，1951．　　　　　児科臨床，15：1，昭37・　　⑯Moro，　E・：Mtinch・

④Haenel，　H，：Z．　Kinderheilk，78：592，1956．　　　Med．　Wschr．40：1134，1919．　　⑰Bessau，　G．：

⑤諸橋健雄。他：小児科臨床，9：900，昭31，　⑥根　　　Mschr、　Kinderheilk．22：　33，1921・・⑱小山武夫：
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児科雑誌，415：1904，昭9．　⑭高橋次郎：日本臨　　　　The　ranges　for　coliform　bacilli　and　f。r

Stf，9・18，昭26．⑩本間道・小児科醐ミ，4・’1，　・・ter・c。cci　were　respectively　f・・m　104　t・107

昭26．　⑭諸橋健雄・他：小児科臨床，9：678，昭31・　　（the　rnean：1。96・4414）and　101　to　106（the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mean：Iog　4．　1922）per　l　mg　of．　dried　feces．

　　　　　　　　　　　ABSTRACT　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　lower　their　body　weight　examined　and

　　　　Absolute　counts　of　coliform　bacilli　and　en－　・　age　of　month　was　encountered，　the　more　ln－・

terococci　foundl　in　feces　of　premature　infants　　　　creased　counts　of　coliform　bacilli　and　in　con－

fed　breast　milk　were　ekamined　after　prelimi－　　trast，　tlle　more　decreased　counts　of　entero－

，nary　examinations　in・those　of　matured　breast－　　　cocci　were　observed．

fed　infants．　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’


